
出来形管理基準及び規格値（案）

第1編 共通編 第1編 共通編
1-1-2-10 工事円滑化会議の実施について

4．施工中に工事工程表のクリティカルパスに変更が生じた場合は、適切に受発
注者間で共有することとし、工程の変更理由が以下の①～⑤に示すような受
注者の責によらない場合は、工期の延長が可能となる場合があるので、本会
議等を活用し協議すること。
① 受発注者間で協議した工事工程の条件に変更が生じた場合
② 著しい悪天候により作業不稼働日が多く発生した場合
③ 工事中止や工事一部中止により全体工程に影響が生じた場合
④ 資機材や労働需要のひっ迫により、全体工程に影響が生じた場合
⑤ その他特別な事情により全体工程に影響が生じた場合
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1-1-2-22 品質証明（社内検査）について
1．品質証明（社内検査）対象工事については、請負工事の適正な品質を確保す
るため品質証明員を置き、品質証明（社内検査）を実施する品質証明工事で
ある。

2．品質証明は、品質証明員が工事施工途中において必要と認める時期及び検査
（完成、既済部分、中間技術検査）の事前に行うものとし、受注者は検査時
にその結果を品質証明書（別記様式-1）として監督員に提出しなければなら
ない。
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付表 付表
5. コンクリートの耐久性向上対策 5. コンクリートの耐久性向上対策
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3．休部からのアルカリの影響について
2.1および2.2の対策を用いる場合には、コンクリ-トのアルカリ量をそれ以上に

増やさないことが望ましい。
そこで、下記のすべてに該当する構造物に限定して、塩害防止も兼ねて塗装等

の塩分浸透を防ぐための措置を行うことが望ましい。
1）既に塩害による被害を受けている地域で、アルカリ骨材反応を生じるおそれの

ある骨材を用いる場合
2）2.1、2.2の対策を用いたとしても、外部からのアルカリの影響を受け、被害を

生じると考えられる場合
3）橋桁等、被害をうけると重大な影響をうける場合
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